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1．はじめに

1.1　研究の背景と目的

　近代以降，人々の移動は自由，かつ活発になっ
た。私たちはほぼ自由に居住地を選択できるよう
になり，居住の流動性は高くなった。同時に，私
たちは地縁型コミュニティの制約から自由になっ
た。他方，地縁型コミュニティの存在によって築
かれてきた社会関係は希薄化し，コミュニティ内
部での機能していた共助は失われた。コミュニ
ティ内部の共助は，自由競争の原理に基づく市場
から供給される機能やサビースによって，代替さ
れてきたと考えられる。しかし，人口減少と超高
齢化，大都市圏への人口集中といった社会変動
は，一定規模の市場によって担保されてきたサー

ビス供給を困難にしている。つまり，私たちが日
常生活を送る上で必要なサービスを受けることが
できない状況が生まれている。
　以上の経緯から，地縁型コミュニティを不要と
する論も存在するが，近年はむしろ，災害，子育
て，教育，福祉などの観点から，地縁型コミュニ
ティの重要性が高まっている。東日本大震災後
に，「絆」「つながり」といったキーワードが多用
されたこと，狭義のコミュニティ・デザインが一
定程度一般市民に普及したことからも，コミュニ
ティの重要性を理解することができる。また，阪
神淡路大震災後の復興において，災害前からまち
づくりに取り組んでいた，コミュニティの関係性
が強い地域社会では，災害後の復旧復興がスムー
ズに進められたとの指摘がある。このように，紆
余曲折を経て，改めて地縁型コミュニティの重要
性が問われている。
　そこで本研究では，近隣住民ネットワークを構
築する方法に注目する。
　本研究は，米国における近隣住民ネットワーク

シティリペアプロジェクトによるコミュニティ形成の�
方法とその特徴

―米国ポートランドにおける近隣住民ネットワーク研究―

　廣田　有里*・清野　　隆**・大内田鶴子***

要　 約
　地縁型コミュニティの重要性が高まっている現在，希薄になったつながりを取り戻す試みが注目されている。
そこで本研究では近隣住民ネットワークを構築する方法に注目し，オレゴン州ポートランド市のシティリペアプ
ロジェクトの取り組みについて報告する。シティリペアプロジェクトは，創造的活動を通して人々が集まる場所
を作り，つながりを取り戻す活動を行っている。シティリペアプロジェクトは，デザインされた空間自体は簡易
的なものであったが，その建設や作成過程にコミュニティが主体的に携わる点に特徴がある。さらに，建設と政
策の過程自体が，コミュニティ形成を強く促す効果があることが明らかになった。

キーワード：プレイスメイキング，地縁型コミュニティ，インターセクションペインティング，ポートランド

　2019 年 11 月 30 日受付
　* �江戸川大学　情報文化学科教授　地域情報化，まちづくり
  ** 江戸川大学　現代社会学科准教授　まちづくり
 *** �江戸川大学　名誉教授　コミュニティ論，近隣参加論



452 シティリペアプロジェクトによるコミュニティ形成の方法とその特徴 

を構築する実践のうち，オレゴン州ポートランド
市のシティリペアプロジェクト（英語名称は
City Repair Project）の取組みに注目する。

1.2　研究の方法

　シティリペアのコミュニティ形成の方法とその
特徴を明らかにするあたり，本研究ではシティリ
ペアのスタッフへの聞取り調査，およびワーク
ショッププログラムへの参与観察，文献調査
（ワークショップのテキストブックなど）を実施
している。
　聞取り調査は，2017 年 9 月 15 日にシティリペ
アのスタッフKirk 氏へのインタビュー調査を実
施した。
　参与観察は，2018 年 6 月 1 日から 10 日間にわ
たって開催されたシティリペアプロジェクトのフ
ラッグシップイベントであるVBCに参加し，イ
ンターセクションペインティングの修復作業と，
シティリペアプロジェクトのプレイスメイキング
の手法を学ぶワークショップに参加した。

1.3　研究の位置づけ

　シティリペアプロジェクトの取組みは，日本で
は雑誌「ソトコト」，web マガジン「ソトノバ」
で取り上げられ，その活動内容が紹介されてい
る。
　本研究は，コミュニティ形成の観点からシティ
リペアの取組みに注目し，新たな市民の自治組織
の運営方法やコミュニケーション技術を明らかに
することを目的とする。

2．コミュニティを形成する空間デザイン 
の系譜 　　　　　　　　　　　　

　本章では，日本におけるコミュニティ形成のた
めの空間デザインについて確認する。近代以降の
都市デザインにおいて，コミュニティおよび内部
の社会関係を形成することは常に重要な課題とさ
れてきた。わが国の都市計画やまちづくりの理論
と実践においても，同様にコミュニティのための
施設整備，コミュニティや人々のつながりを形成
する実践が取り組まれてきた。そこで，シティリ

ペアプロジェクトによるコミュニティ形成の特徴
を明らかにするために，コミュニティを形成する
空間デザインの系譜を確認する。

2.1　コミュニティ施設の建設

　わが国の大都市圏で高度経済成長期に建設され
たニュータウンでは，近隣住区論をモデルとして
市街地が設計された（1）。千里ニュータウンをはじ
め，近隣住区論を基礎としてニュータウンの市街
地は計画された。千里ニュータウンでは，近隣住
区ごとに，各住区に居住するコミュニティのため
の施設として，近隣センターが設置されている。
近隣センターには，集会所，小学校，商店街，公
園など，住区内に居住する人々の生活を支えると
同時に，人々が集まり，顔を合わせる空間とし
て，計画的に建設された。
　近隣センターが設置され，居住者がセンター内
の集会所などを利用することで，コミュニティ内
部の社会関係が形成され，コミュニティ，および
コミュニティが果たしうる様々な役割を機能させ
ることが期待されていたといえる。

2.2　参加のデザインによるコミュニティ形成

　コミュニティ施設が必要，かつ重要な施設とし
て整備される一方で，都市部においてはコミュニ
ティ内部の社会関係が希薄になり，コミュニティ
を形成すること自体が課題として認識されるよう
になる。
　わが国では，高度経済成長期以降に都市計画に
抵抗するまちづくりが台頭した。中央集権型，あ
るいはトップダウン型の都市開発とそのあり方へ
の批判から，計画策定，公共施設の設計における
市民参加の制度が整えられてきた。このような流
れの中で，公共施設，公共空間を計画し，デザイ
ンするプロセスに住民が積極的に参加すること，
参加のデザインが導入され，一般化されてき
た（2）。参加のデザインでは，そのデザインプロセ
スを通じて，コミュニティが形成されること，コ
ミュニティ内部の関係性が成熟することが，空間
デザインと同様に重要な成果として考えられてい
る。



453シティリペアプロジェクトによるコミュニティ形成の方法とその特徴 

2.3　 タクティカル・アーバニズムとプレイス
メイキング

　近年，タクティカル・アーバニズムが注目され
ている。タクティカルとは，戦術，戦術的を意味
する。都市計画におけるマスタープランの役割は
小さくなり，地区や街区といった小さな範囲での
即地的な実践が地域社会，および地域環境の課題
を解決するとの考え方に基づく都市デザイン論で
ある。タクティカル・アーバニズムで重視される
デザイン手法の一つにプレイスメイキングがあ
る。プレイスメイキングは，市街地内の施設や空
間における人々の活動を創出する空間デザインや
プログラムである（3）。わが国におけるタクティカ
ル・アーバニズムにおいては，公共空間の有効活
用，賑わいの創出などを主眼とした実践が多くみ
られるが，コミュニティ形成に貢献する例がみら
れる。また昨今，一般的にも知られるようになっ
たリノベーションによるまちづくりにもコミュニ
ティ形成をみることができる。プレイスメイキン
グ，リノベーションまちづくりにおいても，参加
のデザインにみられるようになったデザインプロ
セスにおける社会関係の成熟が重視されている。

3．シティリペアプロジェクトと 
その取組みの概要 　　　

3.1　シティリペアプロジェクトとは

　シティリペアプロジェクトは，1996 年にオレ
ゴン州ポートランドの交差点に絵を描いたことか
ら始まり，その後，2001 年に非営利団体として
設立された。現在は，ポートランド市で同様のプ
ロジェクトを実施するコミュニティを支援し，そ
の活動は全米に広まっている。
　シティリペアプロジェクトの主な活動は，コ
ミュニティに人々が重要だと思う場所を作り，つ
ながりを取り戻すことである。集会やイベントを
主催して，コミュニティの中心となるエコロジカ
ルで持続可能な場所を作っていく。より住みやす
いコミュニティの基礎作りとして，地域特性を生
かした文化や経済や意思決定の方法を提案する取

り組みを行っている。その活動には多くの賛同者
がおり，何百人ものボランティアと活動家が参加
し，多くの寄付を得ている。
　シティリペアプロジェクトには大別すると 3つ
の活動がある。1 つ目は，「パーマカルチャー」
で，自然と人との融合を目指した屋外スペースを
作る活動である。2つ目は「ナチュラルビルディ
ング」で，地元で手に入る自然の材料を使った建
築方法のことを指し，人が最初のコミュニティを
形成した時の建築方法を取り入れた建物を作る活
動である。3つ目が最も大きな活動で，シティリ
ペアプロジェクトの発端ともなった「インターセ
クションペインティング」である。道路周辺の住
民の合意を得て道路にみんなでデザインした絵を
描くことにより，コミュニティの結束を促進する
活動である。
　これら 3 つの活動は融合し，「インターセク
ションリペア」という活動として，市民が主導と
なって交差点をコミュニティの「場」にする活動
となっていった。シティリペアプロジェクトは，
人々がコミュニティの一員であると自覚できる親
しみやすい特色のある公共の場を作ることが，
人々をつなぐ役割を果たし，コミュニティを一つ
にすると考えている。そして，その場として，第
一に交差点を提案した。
　そして，現在は「プレイスメイキング」という
言葉を使用している。共有スペースとしての「交
差点」にとらわれず，人々が共有する「場」を作
る活動として総合的に定義している。

3.2　シティリペアプロジェクトの発祥

　「インターセクションリペア」というアイデア
は，オレゴン州ポートランド市で発達したコミュ
ニティビルディングの方法である。
　1996 年春にポートランド市セルウッドの近隣
住民たちが「T-Hows」というスペースで行った
ティーパーティーが始まりである。そこから，何
百人もの近隣住民が参加する「Moonday」とい
う音楽や詩，ダンスを楽しむ会に成長した。その
うち，住民たちは「Moonday」ではなくても街
角に集まるようになり，街角がコミュニティ醸造
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の場になることに気づいた。そこで，路面に絵を
描くことで，交差点を共有スペースにしようと考
え，ポートランド市の交通局である PDOT（The 
Portland Office of Transportation）に「インター
セクションペインティング」を提案したが却下さ
れた。しかし，アイデアに賛同した PDOTの職
員の数人が住民たちとコンタクトを取り，市を説
得する方法があるといって夏の終わりに強行し
た。PDOTから処罰の警告が来たが，市議会と
PDOTに住民調査を進言し，犯罪率の低下と住
民同士のコミュニケーションの増加が明らかにな
り，「インターセクションペインティング」の有
効性が認められた。現在は「インターセクション
リペア」は，ポートランド市の条例（#175937，
2001 年 9 月 19 日）に準拠している。
　その後，「インターセクションペインティング」
に必要な要素を追加し，「インターセクションリ
ペア」という手法にまとめ上げた。徐々に規模を
広げていき，2006 年 5 月には，約 40 のコミュニ
ティが「インターセクションリペア」の活動をし
ている。加えて，この概念は十数の市に広がって
いる。

4．シティリペアプロジェクトによる 
コミュニティ形成の取組み 　

4.1　サニーサイドピアザの事例

　2000 年，ポートランド市のサニーサイドの住
民たちは，ヘロインやクラック，アルコール依存
症，社会の荒廃，犯罪などの多くの都市問題に苦
しんでいた。住民たちが，社会の荒廃の対策にシ
ティリペアプロジェクトの手法を取り入れるアプ
ローチについて話し合い始めた。
　9か月間，ミーティング，議論，ワークショッ
プ，デザインプラン，アウトリーチ，ブロック
パーティーを行い，コミュニティは交差点に絵を
描く計画を進めていった。交差点に絵を描くこと
で得られるコミュニティへの利益は明らで，問題
になるのは車の運転に与える影響だけしか挙げら
れなかった。アウトリーチと会話を続けて，その
案に懐疑的だった者も，このコミュニティプロ

ジェクトに賛同していった。
　ヒマワリのデザイン（図 1）を採用し，サニー
サイドピアザは 2001 年 9 月 22 日に完成し，住民
とホームレスの祝賀パーティーが行われた。
　さらに 9か月の準備の後，コミュニティアート
の 2 回目の開催がこの場所で実現した。コブで
作ったアートウォールが，カラフルなモザイクで
建てられた。メッセージのやり取りや社会的なつ
ながりを機能させるために，コブでできたイン
フォメーションキオスク（図 2）が建築された。
太陽光発電で動く噴水は，水のせせらぎの音を聞
かせて通行人を立ち止まらせ，関わりを作るきっ
かけを与えるために建設された。
　2004 年の VBC の一環として，メタルドーム

図 1　サニーサイドピアザとメタルドーム

図 2　インフォメーションキオスク
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（図 1の奥）を設置した。高さ 13 フィート，重さ
300 ポンドのメタルドームは近くの道路で溶接さ
れて運ばれ，ドームを交差点の一角の木の柱の上
にあげるために，100 人以上のサニーサイドピア
ザの住民と友人，VBCのワークショップの参加
者が建造物を上げる会に参加した。
　6年かけて，サニーサイドピアザは人々が会う
場所になった。この成功事例は，ソーシャルネッ
トワークで多数取り上げられ，また，犯罪は大幅
に減ったと報告されている。

4.2　インターセクションペインティングの手順

　インターセクションペインティングとは，交差
点に絵を描くことにより，コミュニティの共有ス
ペースを作成することを目的としている。創造性
を利用し，人が集まる場所として交差点を再生す
る活動である。
　準備段階の典型的なプロセスは，「共有」→
「デザインの選定」→「仕上げ」の 3ステップで
行う例が示されている。
　「共有」では，集まりやすい場所に食事を持ち
寄るポットラックパーティーを開催し，自己紹介
をした後，コミュニティの好きなところや困って
いることを話し，コミュニティで取り組みたいこ
とを共有する。そして，インターセクションペイ
ンティングによって到達したいゴールと得られる
メリットに全員が同意できるようにする。
　「デザインの選定」では，全体で自分のコミュ
ニティのアイデンティティのあるデザインとはど
ういうものかを確認し，共有する。その後，少人
数グループに分かれてアイデア出しを行い，再び
全体でアイデアの発表を行う。少人数グループに
戻ってアイデアを洗練し，全体で話し合ってデザ
インを決定する。
　「仕上げ」では，全員が話したり意見を述べた
りする機会を持ち，参加したいと思っている 1人
でも多くの人々が携わっていることを確認する。
十分でない場合はアウトリーチし，意見をくみ取
り最終デザインにたどり着く。
　次にポートランド市役所の交通局である
PBOT（Portland Bureau of Transportation）へ

の申請手続きを行う。手続きは「現場説明」→
「最終の設計コンセプト」2段階で行われる。
　申請に際し確認されるのは，コミュニティが独
自のオリジナルデザインを作成し，地元の歴史や
文化を表現したアイデアであること，ペインティ
ングを実施する交差点の角に住んでいる住民たち
から 100％の賛同を得ること，交差点のある道路
沿いに住んでいる住民たちから 80％の賛同を得
ること，色を正確に表現することである。
　PBOT での最終確認が済んだら，請願書を提
出し，許可証を交付される。許可証によりペイン
ティングを行うときに，車両通行止めにすること
ができる。

5．Village Building Convergence （VBC）

5.1　Village Building Convergence （VBC） とは

　VBCとは，シティリペアプロジェクトが毎年
6月に開催している 10 日間に渡るイベントのこ
とである。期間中は，ポートランド市内で 30 組
以上のコミュニティが，インターセクションペイ
ンティング，ナチュラルビルディングなど構築や
修復作業を行う。イベント期間中は，その地域の
住民だけでなく，誰でもその作業に参加すること
ができる。実際のコミュニティでの構築や修復作
業の他，ワークショップや，地元のミュージシャ
ンや活動家を招いたイベントを開催している。
　VBCでは，コミュニティが共有する場所や建
造物等の修繕・改善を 1 年に 1 回行うことによ
り，地域のつながりを継続的に保つことにつなげ
ている。シティリペアの活動が広く知れ渡るにつ
れ，1つの補修場所につき 100 名を超えるボラン
ティアが参加する大規模なイベントに成長してお
り，シティリペアプロジェクトの活動を広幅化し
ていくフラッグシップイベントといえる。

5.2　 VBCでのインターセクションペインティ
ングの様子

　小学校を囲む道路にペインティングを行ってい
る様子を図 3に示す。小学校で体操を教えている
コーチが中心になって計画したインターセクショ
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ンペインティングである。住民だけでなく小学校
に通う児童が参加し，そのブロックの住民だけで

なく小学校区での住民の交流が行なわれチャリ
ティラッフルや食事の提供もあり，参加者は楽し
みながら交流をはかる仕組みが作られている。イ
ンターセクションペインティング中は，図 4に示
すように，道路を封鎖することができる。
　通称「はじまりの場所」といわれているセル
ウッドでのペインティングの様子を図 5に示す。
傍らにはお菓子が置かれたテーブル（図 6）があ
り，休憩時にはお菓子をいただき，参加者同士が
コミュニケーションをとることができる。図 7は
交差点に設置されたカフェスペースで，普段から
設置されており，街のコミュニケーションの拠点
となっている。

図 3　小学校わきのペインティング

図 4　PBOTによる道路封鎖

図 5　はじまりの場所でのペインティング

図 6　お菓子のテーブル

図 7　カフェスペース
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6．シティリペアによるコミュニティ形成 
の特徴 　　　　　　　　　　　　

　シティリペアによるコミュニティ形成のための
空間デザインには，我が国の参加のデザインでみ
られた，空間デザインのプロセスにおけるコミュ
ニティの形成と成熟をみることができる。シティ
リペアの場合，デザインされた空間自体は簡易的
なものであったが，その建設や作成過程にコミュ
ニティが主体的に携わる点に特徴がある。さら
に，建設と政策の過程自体が，コミュニティ形成
を強く促す効果があると考えられる。この点に，
我が国の近隣住民ネットワークを形成する取組み
が学ぶべきことがあると考えられる。

《注》
（ 1 ）	 近隣住区論では，五千人が居住する，幹線道路

で囲われた四百メートル四方の街区が一つの近隣
地区の単位とされている。近隣地区は一つの小学
校区に相当し，街区内には，小学校，コミュニ
ティセンターなどが設置されている。

（ 2 ）	 米国では，コミュニティ・デザインと呼ばれ，
住民参加型の計画策定，公共施設の設計に留まら

ず，地域住民が主体的に地域社会と地域環境の計
画やデザインに関与し，完成した場所の維持管理
を担う，一連のプラニング手法を意味する（注：
わが国では，コミュニティ・デザインは，人々の
つながりをつくるデザインとして，狭義に理解さ
れている）。

（ 3 ）	 例えば，大通りの歩行者専用部分の幅や面積を
増やすこと，歩行者専用の空間にベンチなどのス
トリートファニチャーを設置して，人々が訪れ，
集まり，滞留し，さらにはコミュニケーションが
自発する空間デザインやプログラムなどがプレイ
スメイキングに相当する。わが国では，東京の丸
の内地区のエリアマネジメント，横浜日本大通り
におけるオープンカフェをはじめ，全国各地で実
践されており，その界隈を訪れる人が増えて賑
わっており，明確な成果がみられる。
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